
社会教育委員会議３月定例会会議録  

 

                      平成２６年３月１８日  

                      ２ ０ １ 会 議 室 

出席者  委  員  ７名  

                           事務局  ３名  

 

１  開   会  

【議 長】３月の消防団の募集で青梅市初の女性の消防団員が７名入団し  

た。  

【事務局】市長の施政方針演説では学校教育のサタデースクール、第四小  

 改築の関係、放課後子ども教室、佐藤財団との共催の関係を話した。ま  

た、市議会の一般質問では上成木ふれあいセンターについて質問があっ  

た。本日から予算委員会が始まり、次回の定例会で結果を報告する。事  

業では為末大氏講演会、国際理解講座閉講式、防災講演会などを実施し  

た。  

 

２  報告事項  

（１）  青梅市社会教育委員の設置に関する条例の一部改正について  

                           （報告資料１） 

【事務局】事務局から説明  

 

（２）平成２５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第２回理事会に

ついて                     

 ア  日  時  平成２６年２月２０日（木）午後２時３０分から  

イ  場  所  羽村市生涯学習センターゆとろぎ  講座室１  

ウ  出席者  議長   随行  事務局  １名  

【事務局】事務局から説明  

 

（３）青梅市社会教育委員会議２月定例会会議録について（報告資料２）  

【事務局】事務局から説明  

 



（４）平成２６年度社会教育事業（案）について     （報告資料３）  

【事務局】事務局から説明  

【議 長】何か新規事業はあるか。  

【事務局】事業名称は変わらないが、それぞれ内容が変わる。  

 

（５）今年度を振り返って（派遣委員報告等）  

【議 長】図書館運営委員では開館時間や駐車場の問題についての議論が  

出ている。  

【委 員】放課後子ども教室年に２回行っている。  

【議 長】ボランティアの協力が難しいと聞く。  

【事務局】次年度も広報等で募集したい。  

 

（６）その他  

【委 員】佐藤財団の共催事業は今年から実施か。  

【事務局】佐藤財団とは以前より共催事業として実施しているが、公益財  

団法人に変更になったことに伴い協定書を結び、標記をした。  

【委 員】佐藤財団は単独でも事業をやっているが、それとは別に実施す  

るということか。  

【事務局】基本的には企画・運営は市で行い、資金面で財団にご協力いた  

だいている。  

 

３  協議事項  

（１）平成２６年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会定期総会につい

て                      （協議資料１）  

ア  日  時  平成２６年４月１９日（土）午後２時から    

イ  場  所  羽村市生涯学習センターゆとろぎ  

【事務局】事務局から説明  

【議 長】前回から講演会がなくなった。行ける方は出席いただきたいが  

どうか。  

【委 員】（全員出席）  

【事務局】本日欠席の委員については事務局で出欠の確認を取る。  

 



 

（２）平成２６年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第 1 ブロック研

修会について  

【事務局】事務局から説明  

【議 長】青梅市からは事業事例の発表をする方向だが、内容をどうする  

か決めたい。候補としては青年会議所主催の「永山江戸村」、「市民会  

議企画講座」、産業観光祭りの「出張理科教室」などが挙がっている。  

時間は決まっているか。  

【事務局】全体で２時間である。時間内で事例発表とグループ討議等で行  

うのも一つの方法である。  

【議 長】グループ討議だとなかなかまとまらない傾向があるのでよく検  

討したい。  

【事務局】都市社連協の統一テーマは「わがまち意識を次代へ育む社会教  

育」である。このテーマをグループで討議してもらい、委員の皆様には  

ファシリテーターとして各グループに入ってもらってはどうか。  

【委 員】このテーマに関連するような事例が良いのではないか。  

【委 員】候補の３つ全てをやると大変なので絞ったほうがよい。  

【議 長】「作業療法体験教室」はどういう内容か。  

【事務局】多摩リハビリテーション学院の講師である林先生にご協力いた  

だき、実際に作業療法を体験いただく。  

【議 長】「出張理科教室」はどういう内容か。  

【事務局】大学と連携を取り、学生に協力してもらい、スライムづくりを  

実施している。参加者は例年 1,000 人規模で参加いただいている。  

【議 長】市民会議企画講座で「作業療法体験教室」以外で目新しいもの  

はあるか。  

【事務局】国際交流を踏まえた料理教室やパッチワーク教室等を実施して  

いる。  

【委 員】青梅は老人ホームも多いので「作業療法体験教室」は良いと思  

う。  

【議 長】世の中健康志向も高くなってきている。  

【事務局】「作業療法体験教室」を発表ということであれば企画していた  

だいている委員にも承諾を得た方が良い。連絡は事務局で行う。  



【議 長】「作業療法体験教室」の参加者４１名というのは関係者込みの  

人数か。  

【事務局】２回講座の延べ人数であり、１回約２０名の参加である。  

【議 長】いつまでに内容を決めればよいか。  

【事務局】できれば６月までに形にしたい。  

 

４  その他  

【事務局】事務局から任期の説明。懇親会の会計報告、配布資料の説明  

 

次回定例会   ４月１５日（火）  


